
c晃

人rJ

校教

円
高
に
揺
れ
う
色
い
た
昨
年
で
す
が
、
こ
と
1
忘
年
明
け
阜
々
か
ら
X
安
な
奨
行
き
合
得
見
せ
て
い

る
円
の
栴
場
で
す
。
社
会
白
品
川
丸
も
オ
イ
ル
ジ
ヨ
ツ
ク
以
束
、

pxノ
も
鳴
が
高
ち
替
か
な
い
状
況
で

ナ
し
、
地
ド
刀
財
戚
も
十
八
き
な
転
換
冷
一
よ
ぎ
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
モ
、
年
四
始
め
に
あ
た
っ

で
、
地
万
日
始
磁
の
財
政
宅
も
ず
っ
一
昨
M
4
V
2

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
が
、
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
か
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
大

m
p予
算
企
一
当
初
で

れ
ん
だ
δ
は
、
時
代
田
欲
求
も
あ
り
ま

す
が
、
事
業
白
選
氏
、
瞳
汽
で
い
議
を
折

昨
年
寄
れ
の
十
二
月
二
十
一
日
、
市
も
国
間
近
の
特
徴
で
す
。
ち
な
ぷ
に
い
年
向
ー
し
て
の
こ
一
と
で
す
。
と
も
か
く
、
市

は
耐
和
五
十
一
年
穫
の
決
算
状
況
と
、
前
白
川
明
和
四
十
一
年
境
白
地
内
、
~
般
に
は
や
り
た
い
こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば

昭如一
j

包
十
二
年
度
前
期
(
四
月
1
九
余
計
に
お
け
る
前
世
額
は
八
壬
二
γ
け
六
な
ら
な
い

f
Eが
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

月
)
の
予
算
状
況
夜
祭
哀
し
ま
し
た
1

十
万
円
で
地
収
入
の
二
割
五
時
、
一
お
ヰ

H
M
ら
れ
た
収
入
で
、
な
に
を
売
に
H

そ
の
中
-
℃
M

市
憤
μ

(

市
の
情
人
主
)
前
白
内
十
六
72問
で
は
六
種
五
千
む
百
と
、
そ
の
選
択
在
地
ら
一
れ
て
い
る
と
も

が
大
幅
に
準
え
て
い
る
な
ど
、
昭
如
内
十
万
円
て
七
・
九
舟
で
し
た
が
、
五
十
い
え
ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
雨
民
の

容
で
変
侶
岱
見
ら
ふ
れ
ま
す
。
一
勾
度
決
揮
で
は
い
!
九
婚
八
千
十
二
百
五
賢
い
判
断
と
い
っ
た
も
の
が
大
切
に
な

閉
珂
五
十
一
町
産
の
一
般
会
計
の
決

L
i
h
刊
で
九
・
一
時
に
及
ん
で
い
ま
っ

γぎ
ま
す
。
二
十
万
人
が
少
し
ず
つ

算
内
容
で
は
、
地
投
入
が
二
百
十
八
億
丈
十
笠
…
問
と
比
べ
て
、
構
成
比
で
は
で
も
手
そ
出

K門
え
ば
お
金
空
便
わ
な

六
千
一
一
一
百
五
万
四
千
円
究
初
め
て
二
一
一
了
六
世
憶
さ
す
が
、
義
的
に
は
く
て
d
p
q
人
を
増
や
さ
な
〈

τ長

百
曜
の
大
台
に
乗
せ
て
お
り
J

、
収
入
団
一
一
一
一
一

fru的
と
い
っ
た
具
合
い
に
大
幅
む
も
白
も
あ
り
ま
す
し
、
少
し
我
婚
す

で
は
、
市
民
税
、
用
制
定
資
曙
一
税
な
F
め
に
墳
え
て
い
ま
す
。
れ
ば
一
一
曜
夜
賢
次
枠
削
げ
る
も
の
も
あ
D

巾
視
が
、
百
十
一
憶
八
百
三
十
一
一
-
万
二
確
か
に
行
政
の
場
合
、
時
金
が
患
い
ま
す
。

弔
内
古
五
O
，
八
削
軒
引
を
占
め
て
い
ま
と
い
う
ζ
レPrι
勺
告
引
で
、
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
日
民
出
九
2一ユ一

7E
。
ぜ
で
す
芸
が
、
般
態
収
入
込
白
中
吉
に
は
、
競
霊
品
輪
珊
と

Eして
Eも、モ主白行長欧内容容で之主一評評詩杭事
7
川

~
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宍
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借
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当
¥
策

百草ト
r寿岨芳h
J孝
ギ
円
〈
一
二
二
一
新
〉
も
危
経
常
で
あ
り
ま
し
で
も
、
京
長
ト
羽

J

の

あ
り
ま
す
し
、
富
(
五
十
一
年
度
中
き
毒
じ
さ
せ
て
く
れ
る
都
市
で
あ
っ
季
限
?
」
濁

の
市
の
器
入
金
)
も
I

十
九
曜
八
千
二
百
て
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
だ
p温
い

ま

潟

村

吋

い

守

主

体

H

差
万
内
(
九
二
軒
〉
あ
皇
子
一
か

1
。
信
金
も
ま
た
酎
政
運
舛
の
ひ
と
つ
主
f

長

引

出

家

ら

、

霊

的

に

み

て

不

安

定

毒

素

も

の

方

法

だ

と

も

い

え

手

ロ

目

減

量

子

多
い
と
い
5
こ
ζ
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
宝
つ
打
や
み
に
伝
川
、
!
J
F九
月

叫
台
回
交
付
さ
一
れ
久
山
地
方
交
付
税
は
金
を
し
て
よ
い
と
い
う
一
も
の
で
も
あ
D

J

-

5

3

2

2

1

M

2

3

一
千
二
百
八
十
一
一
一
万
円

(
O
e
一
軒
)
ま
せ
ん
し
、
同
と
地
方
都
市
と
の
財
政
平
環
市
は
、
去
る
昭
和
田
十
民
年
に

乙
撒
々
た
る
も
の
で
一
す
か
ら
、
い
き
お
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
に
は
、
私
r
つ
ひ
と
つ
向
ζ
さ一一一
1

年
間
の
長
期
む
ビ
ジ
ョ
ン

い
市
慣
や
補
助
金
に
頬
る
こ
と
に
な
の
向
か
し
っ
く
b
い
か
な
い
躍
が
あ
り
ま
を
立
て
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
と
ヴ
い
て

ま
T
。
景
気
回
復
む
テ
ン
ポ
は
故
黙
と
す
。
モ
ヨ
い
う
中
で
お
金
の
や
hu〈
り
一
審
々
と
都
市
づ
号
b
pす
す
め
て
曽
乏

し
ず
縫
閣
で
す
か
ら
、
周
と
し
て
も
抽
出
合
L
て
、
行
政
の
特
徴
を
出
し
て
い
ζ

わ
け
で
す
が
、
あ
ま
り
今
に
も
激
し
く
夜

方
財
政
対
簡
に
は
、
市
棋
を
認
め
て
い
う
と
い
う
の
で
す
か
ら
大
変
で
ず
q

と
る
社
会
背
景
に
、
現
在
ナ
ナ
め
て
い
る

〈
方
向
で
乗
り
切
る
京
フ
と
す
J

る
算
段
な
き
に
は
多
少
の
腎
険
も
必
曹
と
い
う
こ
計
画
に
手
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

白
で
し
ょ
う
。
と
に
な
り
ま
す
。
宝
の
回
日
投
弘
司
五
十
二
な
P
ま
し
庁
一
。
そ
こ
で
、
五
↓
ニ
年
度
v
?

と
心
開
闘
が
、
地
方
財
政
を
支
え
て
年
度
で
一
試
み
て
み
ゑ
亡
た
。
揮
に
J
J
C
D
見
直
し
初
出
砕
か
議
め
る
た

い

く

慎

向

が

強

ま

っ

て

き

て

い

乃

む

め

白

伊

都

市

ド

ッ

ク

H
H

予
揮
を
計
上
し

手
υ
た
で
に
「
れ
な
よ
わ
今
年
度
?
算

当
初
か
ら
大
型
予
算
J

J

J

君
主
特
徴
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。

川
四
月
以
降
の
新
年
度
で
は
、
み
な
さ

γ
j
i薬
業

は

一

重

点

主

義

で

三

5
3
叫
ん
の
む
意
見
も
ま
な
官
、
話
平

壇
計
回
H

〈
仮
称
〉
を
つ
く
る
段
取
の
J

}
年
間
白
予
算
を
組
む
場
合
、
収
入
の
補
足
状
混
在
み
ま
じ

τ吾
、
五
町
中
前
に
あ
り
ま
す
。
次
白
時
代
に
備
え
て
の

の
凸
見
通
し
が
む
ず
か
し
い
で
す
か
ら
、
一
十
年
前
万
比
べ
て
一
み
ま
す
と
、
非
常
に
都
市
?
と
り
に
呼
出
議
歩
す
る
わ
げ
で

労
初
予
算
の
編
成
交
は
余
裕
伊
一
も
た
せ
低
い
ζ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
一
般
A
E

討
す
が
、
そ
白
中
で
は
多
く
白
感
案
事
項

て
低
め
仁
し
て
お
7

く
場
合
が
多
い
の
で
浄
品
開
に
と
り
一
ま
し
て
毛
、
昭
和
四
十
)
や
謀
題
よ
取
り
組
ん
で
い
前
な
け
れ
ば

すが、

ζ
の
方
弘
:
で
す
と
寄
聞
の
事
業
符
度
の
場
合
は
二
一
一

γ
九
停
の
増
額
な
わ
ま
せ
ん
。
相
模
川
以
磁
の
か
な
め

が
わ
か
り
J

に
く
い
と
い
う
難
点
が
あ
り
補
正
宇
弓
ま
た
、
明
和
間
十
六
甲
度
で
と
し
て
、
大
き
な
展
望
を
も
っ
平
塩
市

ま
70ι
と
で
、
今
年
度
は
年
度
当
初
は
一
一
一
五
人
)
舟
を
増
額
し
て
い
ま
ず
で
す
。
そ
の
性
格
も
臨
ま
え
な
が
ら
4
訂

か
ら
大
型
の
予
算
音
信
組
む
と
い
う
背
水
が
、
五
士
一
年
度
前
期
で
は
一
一
一

γ
八
砲
を
立
て
蓄
に
う
っ
さ
ト
汐
れ
ば
な

自
陣
立
て
骨
滋
み
ま
し
た
。
し
た
が
っ
掃
の
増
に
と
P
幸
っ
て
い
ま
す
e

当
初
り
ま
せ
ん
。
ど
芝
つ
い
う
都
市
に
し
て
い

て
問
問
月
か
ら
丸
一
月
に
お
け
る
そ
の
後
予
算
で
い
か
に
大
都
冶
予
算
F
A組
ん
だ
〈
か
、

ζε
し
め
課
題
で
す
e

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
A

い

ま
す
。

異
常
な
円
高
に
伴
う
絞
済
の
大
変

動
、
同
国
僚
の
大
増
発
に
よ
る
異
例
と

も
い
う
べ
き
超
大
型
の
用
問
家
予
算
案

の
編
成
な
ど
、
異
常
に
次
ぐ
異
常
の

中
に
迎
え
た
昭
和
五
十
三
年
の
新
春

で
す
。

こ
う
し
た
異
常
苓
態
か
ら
発
生
し

た
大
波
が
、
現
実
に
地
方
自
治
の
岸

辺
に
次
々
と
柵
押
し
寄
せ
て
く
る
の
は

二
、
一
一
一
か
月
後
に
な
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
中
市
長
以
下
、
行
政
に
携

わ
る
者
は
、
い
ま
か
ら
こ
の
対
策
を

十
分
に
考
え
、
い
か
な
る
古
学
終
に
も
対
応
で
き
る
だ
け
の

地
中
出
摘
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
怠
い
ま
す
。

私
が
一
丹
羽
目
の
仕
事
は
じ
め
に
当
字
、
一
一
千
有
余
の

磯
員
に
対
し
、
と
く
に
行
数
の
プ
ヱ
自
殺
識
の
自
覚
を
求
め

た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
り
主
す
?

異
常
な
事
態
に
対
応
し
、
こ
れ
を
乗
り
切
る
た
め
に

は
、
摺
同
期
間
的
な
、
あ
る
い
は
建
石
的
な
行
政
の
手
法
の
み

を
も
っ
て
し
て
は
不
十
分
で
あ
り
ま
す
。
必
要
に
応
じ

て
、
大
刑
制
な
手
浪
、
抽
出
制
間
約
な
行
政
を
…
展
開
閉
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
も
出
て
ま
い
つ
ま
ず
。

一
方
に
お
い
て
、
自
々
生
起
す
る
或
象
磁
の
対
症
躍
持
法

に
意
を
間
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

り

ま

す

。

そ

主
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鶴
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欝

そ

市

民

の

信

之

ら

J

二

重

一

仏

壇

託
を
受
け
た
市
長
の
最
大
の
繁
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

異
常
な
事
態
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
非
常
な
決
意
品
川

必
要
で
あ
り
ま
す
。
野
〈
誉
愛
媛
を
全
く
意
に
〈
λ
せ

γ、
市

長
と
し
て
の
資
務
と
権
限
を
最
大
限
に
発
時
押
す
る
こ
と
こ

そ
市
民
の
信
託
に
こ
た
え
る
道
だ
と
信
ず
る
次
第
で
す
。
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軍
需
賢
艇
が
さ
え
て
多
量
、
お
室
長
立
ち
寄
P
究

官

話

早

諸

課

油

断

議

匙

皐

問

雪

量

悲

詑

器

附

師

平
塚
市
の
会
計
は
、
一
般
会
計
と
特
円
上
回
っ
て
い
る
。
比
較
し
て
収
入
が
観
P
合
い
願
謂
で
あ
上
手
期
支
出
の
主
な
も
の
は
、
①
教

:
4
2
3
1
1
:
t笥

O
E
-
-
q
i
i
i
j
i
j
i
g
-
-
i
a
g
e
s
-
i
i
z
z
i
i
j
i
f
-
-
f
i
i
i
H
i
i
i
i
i
i
z
i
e
z
j

別
委
訂
に
分
か
れ
で
い
る
が
、
平
塚
一
市
九
引

i
i
j
H」
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
由
。
諸
収
入
に
つ
育
費
白
十
八
槽
六
千
一
一
言
八
土
万
円
一
人
主
主
主
で
一
言
王
台
ら
借
り
る
お
金
書
慣
と
い
っ
て
い
し
か
し
、
一

O
害
警
る
と
警
告
有
価
葉
一
百
十
一
一
一
万
二
千
れ

に
ど
れ
客
室
が
入
札

E
D
4フ
一

歳

入

一

い

ず

ほ

一

般

会

計

へ

白

撮

り

入

れ

襲

重

量

(

土

谷

喜

望

書

負

担

じ

て

い

る

ζ
と
に
な
る
。
そ
白
内
る

e
Cれ
ま
で
に
借
り
入
れ
た
象
的
財
政
が
脅
か
去
る
と
い
わ
れ
て
い
百
一
一
↑
四
月
マ
出
資
に
よ
る
需

に
使
わ
れ
て
い
る
か
い
あ
る
に
は
、
ぉ
歳
暴
言
護
ヂ
え
に
を
撮
り
下
げ
た
た
め
。
円
)
、
@
総
務
費
〈
十
一
一
櫨
六
千
百
一
一
訳
崎
市
民
税
二
互
一
手
七
百
六
十
五
言
、
喜
一
十
二
億
ム
ハ
千
六
富
十
る
。
最
近

DE影響
に
型
地
方
一
万
九
千
吾
四
十
号
そ
り
品

お
よ
そ
の
こ
喜
一
般
会
計
量
れ
ば
納
め
て
い
た
空
事
訓
告
十
七
億
七
幸
運
、

ζ
白
点
在
考
慮
T
る
と
十
六
万
円
)
、
④
土
木
畏
(
十
億
五
千
円
、
画
定
貴
重
一
一
万
四
千
三
百
八
円
一
一
万
円
で
、
乙
の
ら
一
喜
一
般
会
計
究
開
放
へ
の
裂
と
し
て
、
閣
は
富
白
額
は
、
一
千
高
土
曜
二
千
五
忍

訳
語
交
一
般
会
計
器
心
に
ゑ
千
左
手
高
ハ
構
成
比
語
ニ
一
煩
舗
な
収
入
と
い
え
よ
う
。
望
ハ
十
一
ニ
万
円
〉
と
な
っ
て
い
る
。
都
市
計
襲
撃
九
十
八
円
、
電
気
説
士
億
四
千
百
一
一
千
七
高
。
害
警
星
大
し
主
そ
の
重
喜
た
せ
と
な
っ
て
い
る
。

以回一一忠一一一昨昨日間一一一一一日間斗持む盟主乃一品目一一一龍一時一時時間的
L

討議九四十刊

当
初
吉
九
十
億
八
千
万
円
で
ス
タ
l

六
億
六
千
九
百
四
十
八
万
円
〈
一
一
一
。
軒
室
内
て
ト
ッ
プ
。
つ
づ
い
て
量
み
な
苫
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
説
主
、
車
干
ピ
ス
に
ど
れ
喜
重
夜
に
見
合
っ
た
額
に
と
ど
あ
な
い
と
な
る
ま
う
。
士
一
日
平
均
一
一
室
長
人
〉

L
一
般
会
計
は
、
六
月
完
喜
一
一
夜
、
寝
苦
賃
金
一
一
十
支
出
金
平
徳
一
千
六
百
九
十
四
万
円
、
器
、
車
薬
事
者
・
需
の
支
出
金
さ
れ
て
い
る
か
を
み
喜
市
と
、
き
由
、
望
号
古
し
く

1
市
の
対
態

j
j
茶

室

九

万

六

号

完

了

補
正
予
算
で
一
手
議
A

ニ
千
二
百
一
一
一
十
億
五
百
二
十
高
(
九
二
一
骨
〉
と
続
護
老
憶
六
千
言
二
十
七
万
円
四
市
構
(
宮
借
入
金
)
、
手
数
軒
収
入
民
一
A
A当

た

り

で

は

、

十

万

六

千

九

百

な

る

。

忘

返

済

に

か

か

る

費

用

、

ず

一

一

〈

一

日

芸

大

Z
3
3

二

高

が

追

加

さ

れ

た

た

め

、

九

万

来

い

て

い

る

。

帽

明

主

つ

γ
山
中
る
、
;
:
;
ー
な
ど
£
品
算
さ
れ
て
、
露
。
た
め
に
八
十
四
一
員
に
き
。
な
わ
ち
公
警
の
予
算
に
占
め
る
雲
〈
J
一

千

百

四

土

畿

内

t
J交
通
救
急
セ
ジ
タ
l

話刊誌一一戸相続一日、記長門出品軒目一人
i
寸
借
入
金
は

J
刊
誌
良
子
日
当
日
開
一
程
限
定
、

同
期
に
く
ら
べ
一
一
十
沼
櫨
基
金
田
万
万
号
、
麓
入
予
算
に
対
す
る
突
割
議
出
で
は
、
教
育
費
が
予
算
合
一
目
算
し
て
予
三
ひ
と
つ
り
一
宮
安
と
し

i
総
額
一
一
一
一
一
一

4

f

'く
ら
い
か
と
い

2、
平
塚
市
高
・
主
臼
一
一
平
七
平
方
封
、
マ
建
物
三
十
マ
外
来
患
者
手
八
百
六
十
七
人
、

j
i
l
l
i
i
s

喜
四
六
二
一
一
骨
と
な
っ
て
い
る
。
乙
蓄
占
め
、
次
い
で
土
木
費
〈
一

δ
ず
崩
事
融
慣
が
よ
く
わ
か
る
。
市
山
川
講
義
を
推
進
し
て
い
〈
た
め
に
九
主
義
経
い
り
で
墾
出
財
政
と
い
六
万
一
ニ
千
五
百
九
す
方
討
、
マ
現
金
お

2
8平
均
十
二
ニ
一
天
〉

〉

0

4
記
3
3
5
0

れ
は
前
年
間
期
に
く
ら
べ
て
一
マ
四
冊
軒
〉
、
民
生
蜜
〈
一
七
号
五
軒
)
、
総
み
な
さ
ん
の
納
め
て
い
る
市
稽
は
、
必
要
に
信
じ
て
渇
や
金
融
機
関
作
予
あ
え
よ
ラ
匂

相

m
f
m品
川
必
泊

ι
下
回
っ
て
い
る
が
主
な
際
問
主
高
務
費
(
一
二
台
軒
)
、
暗
中
褒
穴
三

2
2
5
5
2
2
5
3
2
2
3
2
2
3
F
E
z
-
5
5
2
2
2三
三
三
五
五
三
三
一

322525芸

〈
問
問
描
郎
知
8
3
3
1
間
市
税
収
入
白
三
議
と
議
事
業
ニ
一
軒
)
の
績
と
な
っ
て
い
る
。
五
十
二
年
産
農
小
学
校
、
著
書
一
棟
二
百
万
円
〈
日
年
度
湾
設
し
校
建
設
す
る
に
か
か
る
市
の
負
担
額
は

Z

L

4

主
悼
の
藷
収
入
一
一
流
・
為
刊
の
誠
a

芸
達
譲
別
衰
の
と
お
D

し
と
小
学
校
、
山
城
中
学
校
長
一
一
投
開
た
城
島
小
学
校
由
工
掃
ず
き
に
、
品
背
約
十
一
一
一
億
七
千
二
百
万
国
げ
と
な
る
。

ζ

書

ζ
れ
は
、
昨
年
の
一
予
察
稿
成
時
点
で
九
月
来
ま
で
の
支
出
構
額
は
、
八
十
枚
レ
た
が
、
み
な
さ
ん
、
小
学
校
を
一
設
備
と
し
て
別
に
一
一
言
万
円
か
か
る
。
己
れ
を
、
つ
ま
り
単
純
な
表
現
で
あ

i
j
計
百
本
格
答
申
動
向
が
非
常
に
厳
し
い
見
五
億
二
千
五
百
三
十
五
万
円
で
、
予
察
校
選
議
す
る
の
に
ど
の
位
費
用
が
か
か
こ
う
す
る
と
、
一
校
建
設
す
る
費
用
ら
わ
ず
と
、
な
で
し
ζ

小
亭
枝
(
沼
五
車

通
し
号
、
市
税
担
「
人
の
大
臨
な
伸
び
を
ば
対
す
る
支
出
割
合
は
一
ニ
九
・
一
一
訴
と
る
か
色
存
知
で
し
ょ
う
か
。
は
、
結
舗
で
約
十
七
議
七
芋
万
円
か
か
六
百
八
↑
八
人
〉
の
氾
章
一
人
に
百
九

期
待
す
る
こ
と
が
で
者
テ
、
市
税
収
入
低
い
散
字
主
訴
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
平
壇
市
田
予
算
出
四
分
自
一
を
占
ぬ
る
と
と
に
な
る
。
と
の
他
、
設
計
丞
託
十
九
万
四
手
円
投
挺
し
て
学
授
を
建
設

告
の
停
ぴ
伊
低
〈
ハ
七
・
一
一
務
)
お
さ
克
事
業
が
下
半
期
に
ま
た
が
っ
て
進
め
ら
る
大
き
な
教
育
費
、
な
か
で
も
学
校
選
料
や
ボ

l
pン
グ
代
、
校
庭
白
造
成
費
し
た
乙
と
に
な
る
。

た
と
こ
る
、
法
人
市
民
訴
な
ど
が
予
想
れ
て
れ
る
た
め
、
そ
の
完
成
を
ま
っ
て
設
甥
係
の
工
事
費
炉
、

C
由
主
流
を
な
事
務
費
等
者
加
え
る
、
《
十
八
犠
円
は
融
商
月
に
開
校
す
る
神
鋼
中
学
校
者

以レム
L
神
び
た
た
め
、
昨
年
は
予
算
に
支
払
い
が
な
さ
れ
る
た
め
で
あ
長
。
し
て
い
る
。
低
7

的
要
な
掛
潟
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
務
在
翠
説
中
だ
し
、
五
十
一
一
筏
昨
領
時

ζ
ζ
に
、
昂
和
議
捜
し
た
小
学
校
む
と
由

2
0閣
が
お
補
助
金
は
ど
白
は
、
第
三
格
小
学
授
の
章
、
港
小
学
校

関
空
上
げ
な
が
bぃ

a

w

l

!

j

i

l

-

-

の
務
改
築
・
富
士
宵
月

三

そ

の

内

容

を

安

量

抑

関

の

鱒

輪

開

小

学

校

の

新

改

築

、

紹

介

し

雪

。

，

1
i
l
i
-
-
'
i
1
4

油
小
込
が
丘
小
・

譲
歩
建
設

Z

小

学

校

一

一

校

臨

時

億

開

け

も

講

中

心

一

員

選

に

あ

た

白

、

ま

ず

場

白

建

説

等

学

校

建

学
校
用
地
白
取
樽
だ
如
、
来
年
建
設
予
〈
ら
い
あ
る
か
と
い
う
と
、
新
設
粧
や
設
に
必
要
な
、
大
き
な
予
揮
が
見
、
会
法

廷
の
第
一
一
一
旭
小
学
校
の
用
地
質
収
費
を
校
合
増
説
舗
な
戸
靖
勧
事
の
央
件
は
い
れ
る
乙
と
に
な
る
。

み
る
と
十
一
擢
歩
十
七
百
万
円
〈
一
万
ろ
い
A
議
事
が
、
一
一
夜
の
例
宮
七
四
ま
市
は
、

ζ

れ
が
?
b限
ら
れ
た
出
向
源

六
千
平
方
肘
)
か
か
っ
て
い
る
a

$

ゑ
単
純
計
算
す
る
と
、
用
車
補
助
金
は
白
効
準
的
な
運
用
を
は
か
つ
て
、
行
局

次
に
校
舎
白
護
費
だ
が
、
昨
年
九
わ
ず
か
四
憶
一
平
八
百
高
に
す
き
な
襲
警
選
択
を
し
な
が
ら
、
市
の
建

月
同
開
校
し
た
な
で
し
ζ
小
学
校
の
開
を
い
。
控
は
、
市
慣
(
市
の
揖
一
入
金
)
十
全
な
発
麗
を
一
周
す
る
よ
2
努
力
じ
て
い

と
る
と
、
校
舎
の
建
設
工
事
品
開
(
世
筋
健
医
千
三
百
万
円
と
、
一
般
財
滋
か
ら
く
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
財
政

コ
ン
ク
D
lト
四
隣
建
で
)
が
問
檀
三
掛
り
三
撞
一
一
千
九
百
万
円
が
支
出
さ
れ
事
情
か
句
碑
解
し
て
い
た
だ
を
¥
な
お
一

千
五
言
万
円
、
杭
や
イ
ス
や
教
討
等
の
る
こ
と
に
な
る
。
し
が
し
、
市
慣
は
、
麗
白
む
協
力
を
お
瀬
い
す
る
し
だ
い
で

初
度
調
弁
控
が
一
一
手
四
百
万
円
。
さ
ら
い
ず
れ
利
子
を
つ
け
丈
冬
揖
し
な
け
れ
あ
る
。

に
盟
問
題
動
磁
の
建
設
宇
治
え
る
と
ヱ
ば
な
ら
な
い
も
む
な
の
で
、
小
学
校
}

ぬ 373万円
3，600万円

3，521万円
6.8田万円
64.170万円
23， 579:nf弓
60，617万円
60，433万円
13，0∞万円

相翻剛嗣....... 

一ー...，...A，

量-司....  

789万円

消費的経費とは市職員などの人件費や苧イ空、

公共施設などを維持雷廻してい〈のに必要な

費用。投塑的経費とは{時十年も使う乙とので

きる施設仁例えは学校とか道路〉などをつく

る自に必要な費用

5，574万円
18，342万内
18，000万円
13，248万円

116，577乃下弓
250.062万円
70，416万円
2，434万円
25，373万円
36，074万円
21，833万円



特別議員の給与改工E

市長 575，OOOf..!j→u32，5oo，二弓
助役 460，000円→506，OOOPJ
収入世 391，叩0;::司→431， 000司

教育長 391， ooof弓→431， 00αq 
議長 311， 0001円→343，α3円
副議長 265，000:弓診292，0001弓

右目 242，oooF弓→267，α3:司

潜
小
学
梗
が
時
良
P
T
Aと
じ
て

一
月
二
千
円
県
教
育
番
目
間
企
か
ら
表

彰
さ
れ
る
ζ

と
に
な
っ
た
。

今
回
の
翼
諮
問
侍
は
、
県
下
二
十

七
日
部
で
平
埋
市
で
は
培
小
争
世
P

T
Aの
み
。

時
小
学
校
P
T
Aは
、
七
つ
の
要

員
会
が
中
心
に
な
っ
て
着
実
な
岩
勤

者
属
関
し
て
い
る
。
月
は
じ
め
の
連

常
要
員
会
で
一
前
月
の
時
動
状
川
町
短
時

が
あ
り
、
続
い
て
手
の
月
の
行
事
計

画
が
母
罰
さ
れ
る
。
そ
し
玄
話
し
合

い
討
議
が
真
剣
、
開
発
に
戸
氏
、
決
定

を
み
る
と
九
そ
れ
に
従
っ

τ各戸
行
事
が

国
主
的
に
理
一
再
処
理
さ
れ
て
い
〈
。

主
な
行
事
?
?
と
し
て
は
、
結
責
セ
ン

占
1
見
学
、
出
世
外
巡
視
愛
休
品
中

一
時
間
、
相
慎
川
川
安
中
心
に
偏
臼
午
按

二
斑
に
分
か
れ
巡
視
す
る
)
、
校
庭

請
取
D
、
間
四
口
問
団
収
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。
今
回
の
表
彰
は
こ
白
ょ
っ
な

地
味
な
持
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。

f佳品よい豊かな活力あるまち平壇Jの都市づく Dを包指して行っτいる各積間体
との対話盟企「みんなの市長宅j は、 1月19段、 2月10目、 14日の3凶行われる。

⑧l.il19認(;;j;:)午挫1時30分
ところ 議会第2望書員企重量

E対話回昨名3平揮ママの
金、母親クラブ主主;絡会

⑧Vll0E1 (金〉午揖1時30分
ところ 議金多発2寮員企墾 E対諮問

体名1子保会連絡協議会魯
青少年宇旬導員連絡協議虫

⑧2月14滋〈火〉 午種 1
ところ議金第2蚕盟書室

イ本名E防犯協会@
鰯虫

21世紀のミひらつかのまちづくつ之を白指した百十極を作るため市
民のみなさんから知識や考え方をお閣かせいただこうと感想文や

提言を募集している

。応募資格市内に在住、在学、在量出張iJ15
o事聾期限 2月15日亡オO まで
く〉作成要領 ①用紙は、 B5判手話原稿用紙を

便って横書きに。鉛筆か黒インクを使用

②枚数の銅出毘はしない。 (5枚-2C枚〉
③題名と芭次は冒頭に。厨や読は別紙に

④氏名、住所、職業、学校名、噂話番号哲朗紙

に記入して添舟ずる。

や応募事先 干254揖笥抱T9の 1市企画調豊富課市民の提二三係
o審資轟井出栄二民、 r古島孝二氏、加護

久保田三郎E号、石川京一民、
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十
八
野
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加
に
対
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し
て
、
穴
野
中
学
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尽
を
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割
す
る
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め
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新
設
し
た
も

の
で
、
扶
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
躍
題

文
市
立
中
学
校
と
じ
て
ほ
十
一
一
段

目
の
立
採
な
中
学
校
が
誕
牛
す
為
。

神
間
開
中
学
校
の
関
根
に
伴
い
現
在

の
大
野
山
学
校
の
鴻
芋
広
域
は
悶
月

か、
b
次
り
よ
ち
に
変
更
さ
れ
る
。

門
大
野
中
学
技
度
〕

@
真
土
小
学
校
、
机
叫
が
丘
小
学
校
、

豊
田
小
学
校
区
の
学
医
一

{
神
駒
中
学
控
}

。
大
野
小
学
校
、
八
幡
小
学
校
医
の

却
下
広

!;fっき方式

r々坑性「つまり常気中の醗紫を岐い
なプうらきているJパクテlJアは、
物を食べて活性汚犯というかつ色のか

たまりになる。こり沼町汚泥がどんど

ん汚物を奴着して汚水は浄化される。

嫌気性心パクテ!!アを利用して、向

帆樹敗による浄化万法。 {fJ;JてをタYク
lこ溜め四被分離を行い分離した汚泥を
路敗させて官定化し、中間液を女子括性

パクテyアを利用して処埠ずる。

ねずみは f審理えの王様!といわれ、私たちの臼常任J言、二

いろいろ警を与えています

く〉女物を金べられたり、家凶をかじられた!Jjる

。ねずみに寄金ずる「ダニJや「ノミ」が発促する

<)ねずみによるサルモネラ菌の女中選カザぜ左ずる

所得税事事業容~ .住E己税の申告書

の提出と所得税の納税は2月16日~

3月15おまで。
。所得税の選吋を受けるための申告書はいつ

をも受け付けている。早めに申告されると

皐〈還付7引受けられる。

~.-ー/ 毒事
@ねずみのいる努と涯に殺そY刊を無償で配布するので古岳地区の自治会組織

を通じτ申し込んでいただきたい。
事務担当保盤担寄生課衛生保 E
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。
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。

一
平
田
棋
郵
M

世
間
同
で
ほ
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
紘

一
動
員
し
て
二
一
五

O
万
校
む
の
一
年
賀
状

を
み
な
さ
γ
ん
む
象
躍
に
送
D
届
け
た
。

ま
た
、
新
年
早
々
に
は
、
市
内
問
崎

金
問
、
統
晶
、
士
民
、
品
開
明
白
な
ど
白
各

地
区
モ
駅
伝
説
本
や
マ
ラ

y
y大
会
を

関
能
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
伺
的
会
唱
位

む
と
に
チ
!
ム
が
紹
ま
れ
、
「
郷
土
ひ

ら
つ
か
」
を
ひ
た
走
D

O

四
日
は
官
庁
御
用
始
め
a
間
初
出
初

式
は
六
日
、
江
顔
中
学
授
の
校
践
で
凶
聞
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に
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あ
り
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の
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み

ハ
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使
っ
て

白
消
忽
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語
、
消
防
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助
活
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滋
技
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ど
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さ
れ
、
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な
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信
践
を
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し
て
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の
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績
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潤
技
戒
の
商
さ
は
一
一
十
玄
肘
に
ゆ
相
違
す
る
込
2

⑧草案総額一・...若手名
大学の導門課穫を昭和52q:3月以降卒業した有資格再お
よび3r:Jまでに車業する資格取樽見込みの方。

⑧清掃作議員…。若干名
現に平車市に居住する者で備37議以下の健康な男子

@申込み職員諜にある申込書により 1 月初日~26 日まで
に静高諌人事担当へ。 23-1111 肉親321

⑧消紡:t・...・・ 港二F名
昭和29年 4月 2Sg降に生まれた漣鹿な男子で夜i校以と
を卒業した方、または見込みり万

@申込み消防本部にある申込書によ "1 月初日 ~30 f-i
でに揖防本音si!王務課庶務係へ。 j入J斡387

⑧絞務作童霊長………若ニF名(努〕
構37語以下の妻帯者で、市内の小中学校に住み込み可能
な方。

⑧校務イ字書室主竜 …・… e 若宮ニ子名 〈女〕
構37謂以下で、市内のIJ，r伊予授に通勤可能な方
⑧給食若君主室長務子名〈女〕
偶37議以下で共同調環境または小学校に通勤寸J能方
@申込み教宵委員会総務課にある申込書によP、 ltl17
日 ~26臼までに総務課へ。内線511

午後2時間潤

ンター;t-Jv

心掛問 歌劇「売られた格嬢j スメタナ

パイオll:;/協者自ニ長調チャイコアスキー
交響曲第8番 ドうそんすーク

く〉指揮井上道義バイオYンボフスヨ7.寸トヲ
シェック

ぐ〉入場無制

京入場希望ー省は、往復立がきに住所 a民名@年齢 φ職?

業を明記L、 1fj31日までに市誌セン占}に申し込
んでいただきたい

'市民センター事務聞と平平努新犠93{)T 1..32-2235) 
価 m勾駒鍋開-撫欄

一 一

2月11き

ところ

と
移動式白石油ストーブは、.，よ器市ヅゼ足予防

条例により、 1月 1日から耐湾問動消火装まま

吋以外は、使用できなくなった。I!i!住使用し

ている移動式の石油スト」ブが耐鍵自動消火

装置っきかどうか確認しよう。もし、『討議問

可消火装甲つきでないストーブであれば早急

に取り替えるζ とにしよう。

えお、加護自動肖火装置っきス k日ブとは

J江議等によ!J自重抽出こ燃糾Vf民結を俸11:ずる

詰ーが設けられたものをいう。

平塚市消防本郊



決還を見る会「太織を見ょうj
太器暑の黒点を観察し、スケッチをする。

・と苦 2月 5日〈日〉午前11時30分~午後
1時三誌で、定員30入。
・申し込み i月25日までに往復はがきでお
申し込みを。多数の場合は拙せんとする。

貴闘然観察会「冬のJII療の緩察j
冬(>)}I僚の野鳥や植物、 )11療の石などの観
察をする。

債とき 2月 5臼 CEl) 相模川川原〈神111
極付近〉 定員30名
・申し込み 1月25臼までに柱ol!置はがきで、
お申し込みを。多数の場合は拍せん。

女体験学習シザーズNo.20I掬署告を議
べようJ
日常雑器白割陣伎をさくやってみよう。

・とき 2月16目、 17日、 23臼く3臼閣とも
要参加できる方コ

a申し込み 2月 6日までに往復はがきで申
し込品者。多数の場合は指せん回定員20名
なお、材相費3∞円が必要。

女将溺幾「体重量学濠作品展J
樟駁#習シ!)-ズもののなかで F土器づ〈
「土塙づ<lJJの作品者麗示するe
月30白

10時~12時 i 時半~3時半

平器保健所

日耳石釘了氾麓公関 ダスキン工場

農業会館

花水公民館

平壇保健所 松原公民館

大念寺

平塚海慌ホテル

旭公民館 平塚探健所

神田公民館 市民セン丘一

平器提嬢所 梅屋駐車場

なでしこ小学校

南金gほていや
横内駐在所前

平語探健所



場所平域保健所講と堂

申し込み電話肯以、ガキで鐙原由主喜

一21 簡諮 32--{)130 

満 1歳までの赤ちゃんを対象@
時間は 9時3C分~10時3C分
母子鐘車手喝を持番

1月17日富士見公民館
? 19臼 豊田公民議官
-1> 24岳、花水弘、民館

926日金自公民館
2月2日掛島公民館
'" 7日中原公民館
d' 9日 Ilfl公民館
? 10日市役所B会議索
-s' 148 横内ijjj帯集会場
9-16白岡崎公民館

一日一保健所だより町一一

⑫平壇保健所仁電話 32--{)130)

母子鍵躍有世をお持ちください"

1月178
9 

9 

2月 1日神田公民館八幡公民館
タ 7白 金自公民館見聞崎公民館
9 8 B 平器市E誹勾暁

民中央農協士:沢支所

~ 14日繁華公民館沢豊田公民鵡
翻判定日

1月 19日
夕 2日目

2!l2臼
?- 38 
.. 9日

2月初日

須賀公民館民怯家公民館

中原公i号館民掠島公民館

花水公民館民金田公民館

神田公民館戸幡公民館

金自公民館民間碕公民館

平器市民間盟

》夜中央農協土沢支所

? 16日 崇善公民館民豊田公民館

く〉予防接種に必婆なもの

①母子健康手蝿 C転入した人は!日住
所で使っていた母子鍵鹿宇蛸〉

包問診察〈ζの聖書は必ず家で高正入し

て体温をm定してきだ〈ださいコ
。予防接種変受けられない人

①予防接穐者受けて1;盟問たってい
ない人。②はしか、 BCG、種夜、小
児マヒ生ロクは、それぞれ1か月の
間隔をあーかないと受げられません。

①その他、有熱患者、けいれん性措

置、心臓血管系、腎臓または肝臓に疾

患があ幻医師ことめられている人。

豊富場所・平芸家樺鑓肝

璽璽時間・ 13時~l輯寺まで

[3語、J'l兇健診3
2月 3日 52年10月 1 日 ~10日生

c，-10日 52勾三10月 11 日 ~20日 11:

~ 17 日 52年10月21 日 ~31 白11'

[3議沼健診}
2月 28 49年 12月 1 臼 ~10包生

? 16日 49年12月11日~初日生
ク 23円 49年12月2111~31 日生

〉
※第1期7うま終了して第2期の按種を
していない幼氾は、 8歳まで受け

られる(ただし5歳半から6績回、

満のか~1自立ジフテD ア、破時風の
こ輯混合〉

富聾時間・ 13時30分~l証時まで。ただ

し烈印E会場は141時~151時
[1月3
24円中毘松民館平塩市民病院
25日神田公民館戸橋公民館
出捗高公民館

268 花水公民館金自公民館

小売局スーパー奇麗腐

613月 613f可 622円

164Pi 165円 160円

159円 151円 148Pl

137円 136~可 150円

241 工ゴ 239円 243f弓
528円 528Pi 539円
158円 153FJ 150f'] 
241円 225fJj 235円

637円 一一一
736内一一
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D
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①印鑑E韮緑雷E(カードつを必ず持参して〈だ
さい。印鑑をお持ちになっても託演はでき

ません。

Gr 代理人にた白むときは印鑑登錨宣lE(力}ドコ
を渡し、窓口そなえつけむ申請書に住所、

氏名、主主年月日等を正確に記入できるよう

お伝え〈だ吉い。

③まだ登舗をしていない方は、新たに笠静苧

続きをして〈ださい。

京その他ず抗告の詳しいととは、市民課総口

〈電話Z手一1111内韓，234コへおたずね

ーホー)1，..
・10時~時人由主張の珪費
-11時1自分~講潤「人間間碍と穏し方J
講師寺福割民〈元アナクンヨナ-)

ところ
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、
当
校
〈
O
同
点
五

!
n
i
二
A
A
G
E
)

へ。

⑧
篠
沢
磯
築
制
訓
練
校

藤
沢
高
等
斡
ご
出
町
山
川
村
山
で
は
、
新

た
に
玖
鳩
K
A
V
フ
と
す
る
万
、
転
職

を
情
出
品
さ
れ
る
方
、
離
職
さ
れ
で
い

る
方
専
を
吋
象
に
訓
純
生
の
事
鳴
を

し
て
い
あ
。

門
電
子
計
軍
制
}

マ
募
強
人
員
詩
人
(
高
卒
以
上
〉

マ
期
間
一
が
年

門
デ
ザ
イ
ン
料
}

マ
募
集
人
員
犯
人
〈
高
卒
以
上
〉

マ
期
間
一
か
年

内
向
令
官
丹
植
字
料
}
平
塚
市
自
治
会
連
絡
協
品
会
で
は

戦
後
一
一
一
十
却
の
円
本
と
尋
問
年
と
い
5

一7
1
1
マ
で
、
唱
晴
樹
ム
ー
か
靖
〈
。
入
場

は
自
由
な
の
で
ぜ
ひ
口
容
加
ぞ
。

マ
臼
時

1
月
お
日
(
月
)
午
慢
2

時
1
3時

マ
場
所
農
業
会
計
口
語
堂

マ
講
師
東
桜
大
学
問
際
学
問
岬
?
正

教
授
山
口
持
雄
民

目
下
花
水
橋
交
通
止
…

下
花
本
橋
の
悔
み
が
教
レ
い
た
め

補
悼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
工
事
は

一
月
十
五
日
か
ら
一
一
一
月
三
十
一
日
去

で
。
工
事
期
間
中
は
、
人
も
車
も
品

れ
な
い
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
こ
。

マ
申
込
用
紙
湖
南
持
政
セ

yh日ー

ま
た
ほ
市
役
所
市
民
欄
説
室
「
泊
意

主
て
あ
ゐ
。

一
雄
職
業
制
制
緩
生
の
募
集
一

⑧
小
間
商
品
毅
築
制
制
緩
校

小
悶
京
事
催
職
業
部
副
開
校
で
は
、

昭
和
五
十
一
↓
一
年
度
D
職
議
開
問
答
)

拝
壊
し
て
い
る
。

門同組師料日

洋
服
の
構
造
、
製
図
、
縫
製
、
体

型
に
よ
ゐ
デ
ザ
イ
ン
、
手
官
官
等
服
飾

ヂ
ザ
イ
Y
の
綴
覚
を
聾
い
実
技
を
習

揮
さ
せ
る
。

マ
謀
議
人
員
初
入

マ
期
間
一
か
年
〈
昼
間
〉

{
聾
円
台
記
}

美
骨
技
術
の
理
論
と
克
授
、
商
公

明
暗

M

閉
山
山
塊
等
開
句
通
切
A
九ゲ十一点川丹
J

マ
捧
策
人
民
初
人

マ
期
尚
一
か
年

(μ
同
)

門
緩
蛍
縫
逗
制
}

商
葉
大
替
、
河
口
前
知
識
、
販
亮
技

師
、
精
記
会
計
、
税
法
、
珠
算
等
一
関

連
知
識
か
γ
世
間
揮
さ
せ
る
。

円

v事
構
人
員
初
人

マ
期
閣
一
か
ケ
(
昼
間
〉

A
V
申
し
込
み

2
月
1
内
〈
本
〉
か

ら
3
A
4
5
(士
U
ま
で
に
、
所
定

の
用
紙
〈
当
校
か
公
会
職
業
安
定

所
〉
に
認
入
白
う
え
、
当
校
ま
た
は

爵
笥
D
の
公
共
一
職
業
安
定
評
へ
。
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つ

マ
蕗
寝
人
員
犯
人
〈
中
卒
以
上
〉

す
崩
崎
一
か
バ

〔
服
飾
制
}

ワ
川
時
一
人
同
犯
人
(
千
円
俗
以
L
i
〉

γ刷
f
H

一
か
行

門
経
理
担
〕

円

V

拝
集
人
詩
的
叫
人
(
中
広
f

以
と
〉

マ
期
明
大
か
バ

A
V
事
襲
期
限

2
h月
刊

凶

日

(

代

〉

φ
議
場
方
法
試
験

(
3月
2
日
)

民
そ
の
旭
詳
し
い
ζ
と
は
、
J
J

校

(
O
四
六
六
l
お
l
一
一
同
一
二
五
)
か

鴎
寄
り
の
公
共
験
道
官
定
所
へ
。

塚
交
部
二
万
五
手
五
日
八
十
円
、

実
現
初
碓
関
父
母
白
金
一
一
一
万
円
、

チ
ャ
リ
ュ
ア
ィ
パ
伊
l
(城
島
地
円
以
内

会
福
祉
協
議
会
〉
十
万
八
ヰ
三
一

七
十
円

マ
市
内
社
会
護
施
設
へ
・
塁

掃
人
部
十
九
万
亙
両
日
空
1

河

マ
苧
を
つ
な
ぐ
親
の
会
ほ
か
へ
。

本
医
院
一
二
万
九
子
五
百
十
九
円

十
月
の
亦
い
羽
根
其
同
募
金
と
ヰ

末
助
け
合
い
算
金
ば
、
奉
仕
者
の
方

ク
は
じ
め
AJな
さ
ん
の
品
川
か
い
協
力

に
よ
っ
て
、
次
の
よ
右
つ
な
成
摘
が
一
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
C
P
Lヂ
口

お
礼
申
し
土
庁
ま
す
。

マ
北
〈
間
募
金
の
実
離
縦
一
千
mm
十

万
二
千
五
百
五
十
三
河
(
達
成
事
一

吃

D

t

m
詰

〉

宮

旧

宮

一

ノ

じ

盟

主

J

y

a

H

R

貧

野

次

の

会

5

民
館
舎
館
回
目
抑
制
館

る

も

犬

え

は

館

公

民

町

民

公

民

民

よ

け

「

う

伺

問

見

詰

同

公

原

公

公

に
今

J

D

時

公

士

費

古

田

中

騎

時

点

、

ん

多

m
A
o

泊
目
的
須
県
神
束
域
開

て

め

。

か

持

停

に

。

捨

た

う

印

を

の

う

八

月

日

岨

侃

お

6
m
初
出

、
く
行
F

帳

卓

よ

{

。

は

防

空

、

手

持

い

口
M
m
w
m
u
u
u
u
H
H
は
お

で

を

容

は

犬

収

な

同
d

館

}
j
u

収
方
媛
、
の

v
h

氏

立

も

削

る

と

お

い

j

館

館

館

公

館

舘

館

館

y
る
巡
れ

J

な

が

?

川

同

盟

吋

児

窮

民

民

民

凶

セ
ょ
の
さ
究
会
ち
口
同
ハ
討
会
川
町
公
之
公
民
公
公

A
に
犬
出
前
が
工
式
申
告
沢
m
R
水

原

田

土

田

悶

悶

保

犬

川

を

射

け

お

俊

吉

御

花

松

田

真

豊

金

金

物

と

不

犬

叱

か

で

刈

動

加

で

汀

「

出

の

。

∞

四

日

日

却

叩

m
m
m山

県
尉
淀
川
J

j
お

な

口
W

0

9

2

の

日

札

へ

間

品

う

お

m
m
u
n
M
M
M
H
お

~日~喜一円~、《

私たち白暮らしの中には

苦から伝わり、続けられて

いる行事やしきたりなどが

た〈さんあDまナ。とうい
うものに巴を向け生活の控

己を考えてみましょ主
マユダマ〈かつては台!こお臼在世F唱した〉

マユのできるのは6 ヲド旬、タノペ

コの葉が採れるのは7J-1という五
うに釘1か月も先む収構~r塾帰なよ

うすを 1月中旬に模して行なって

いるわけです。乙むように、まだ

先のことをあらかじめ込かくあP

たい、とい5市を慢して祝うζ と

を良博学では予祝てよしゅ()と

:三っています。マユタマは予祝平子

事の中心モチイEというものが変犯
したものであり、韓蚕が古んにな

ってから白ものですg また、マユ

ダマ団子など由行為は明市(¥3ゅ

1じゅつ〉なのですが、モ-:.Ortlでも

売買脚毘背に入ります。

予主R行事には、 ζのほかにモチ

花、アヲ議、ヒエ時、回世、離

と〈わ〉入れ、鳥追い込モグヨ打

ち、時木建め、新蝶の慌たたきな

どがあり、そ白多〈は 1)J14、15

日のノJ芭 yqに行われています。

京お尋ねは博物館 (33一一5111)へ

~ 1月14日ばセートパレヘサイ

芸 トノミヨイ、日子明きなどといい、

i道祖神の聞こ集めたオカ刊など
さを燃し、白子を焼いて貴べた経験

室のある方も多いと思います。去っ

言嬢こ焼けた団子主虫歯む薬になる
z 
言などといわれ、家族会員が食刈る

きものとされています。

Z 

E市内土震では138に冊子¢木j
Eといってナヨかクヌギ¢校ぷDの
さよい京在切D、日に81予やミヵ

ヨンを枚当こさします。由子は丸い形
乞

芸のマコダマのほかにタパコの葉、
2 

きずトイモ、さrYマイモ、

芸の作1物の市に作D、

き判啓二限った子をさしまナ。

iζれらはf間各所で行おれますが
三ナス、インゲン、綿む花を模した
z 

5問予を作る所もあり、由子をさし
きた木壮年神様の下に古田を色二し

きて立てられます。
z 

g 問予をいろいろな戸物のfeに模
き iしτ律るのは、それぞれ¢作物白
i農惇を祈D、か〈ありたいとい5
気持で作られています。年E撒初

¢養護は喪主吾とハノレゴコであ泊、

一

な
か
っ
た
に
と
を
突
然
し
か
ら
れ

た
り
、
や
D
た
い
こ
と
続
強
〈
押

え
ら
れ
た
り
し
で
い
る
と
、
町
院
議

感
が
強
く
な
り
ど
も
ゐ
湯
合
が
で

て
曇
ま
す
。

ζ
れ
は
、
大
ふ
で
も

緊
事
U

た
り
興
奮
し
た
り
す
る
と

認
す
時
に
ど
も
っ
た
り
す
み
の
と

同
じ
よ
ヨ
字
句
の
で
す
。

こ
の
去
っ
な
長
常
で
は
な
い
幼

児
の
ど
も
り
に
対
し
で
、

ζ
の
子

「
回
議
の
奥
田
子
で
す
が
、
摺
存
ち
に
接
す
る
大
人
、
特
に
お
母

近
少
し
と
も
わ
イ
ま
す
。
話
略
行
弘
じ
さ
ん
が
、
「
ζ

の
子
は

F
Eり
で

め
の
替
を
F〈

P返
し
、
ア
ア
ア
と
は
な
い
か
」
と
顕
令
官
か
え
て
心

か
カ
カ
カ
レ
」
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
配
し
、
治
さ
せ
よ
5
と
あ
れ
C
れ

幼
稚
閣
で
は
活
発
に
生
記
一
目
し
て
い
注
意
す
る
と
、
か
凡
っ

τど
も
D

あ
の
で
す
が
」
と
い
う
相
談
が
あ
を
〕
層
強
め
、
本
当
の
ど
も
り
に

り

ま

し

た

。

し

て

し

ま

い

ま

す

。

一

一

5
一
一
扇
白

一一
i
五
歳
の
子
に
は
、
乙
の
子
子
な
ら
ば
、
慾
議
の
う
ち
に
治

の
ヰ
つ
な
混
合
や
、
ボ
ク
と
い
う
る
ζ
と
が
多
い
の
で
一
す
が
、
五
震

時
に
ポ
ー
と
ひ
き
の
ば
一
一
品
一

-K侮
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
だ

」
て
か
り
ク
と
い
っ
た
符

Y
一
¥
F
Fん
だ
ん
ま
わ
り
J

の
犬
人

D
ず
る
う
T
が
い
る
も
の
謝

νhコ
ダ
協
や
母
親
が
自
分
の
話
し

で
す
。
ち
ょ

2ど
こ
の
一
一
一
一
一
戸
た
六
万
に
対
し
て
ど
っ
患
っ

聞
は
、
こ
と
ば
か
急
に
子
仁
』
平
、
一
?
ず
て
い
る
か
を
知
D
、
そ

発
達
す
る
時
で
、
警
謬

~
A
し
れ
を
誌
に
し
だ
し
、
ど

た
ば
か
b
の
難
し
い
ζ

一三
iI4d
二
一
一
等
も
る
ま
い
と
議
曜
に
緊

と
ば
を
べ
£
中
ん
に
使
い
た
が
っ
た
援
し
た
担
、
ど
も
る
こ
と
を
怖
h

b
、
話
し
た
い
と
い

2一
気
持
ば
か
で
藷
さ
き
な
っ
た
り
し
て
し
ま

り
先
止
b
、
表
一
泊
力
が
潟
い
つ
か
い
ま
7
0

な
い
た
め
に
、
音
害
、
り
↓
屯
し
た
お
母
さ
ん
方
「
い
け
主
」
ん
」

h

札
口
な
も
っ
た
り
し
ま
す
。
{
お
ち
つ
き
な
さ
い
」
と
か
連
薬

ま
た
、
あ
ま
り
に
も
し
つ
け
が
し
な
い
で
、
台
母
き
ん
出
身
が
落

騰
し
す
ぎ
た
え
母
親
が
巳
λ
一
ア
っ
き
、
ゆ
っ
た
り
一
し
十
感
度
で
一
子

3
名
、
品
会
は
し
か
、
'Pれ
棋
の
話
全
額
主
主
い
。

今勾問主ミ東海道半援摺と旅=と題し下記のとお D聞
く。酷官沖、議損金も潟くのでみなさんお気持亙にお出か

けをさ。 く〉巡問自主望 1月1呂日亡水〉殿内i工業/19日

〈日〉印可書主主:/25日α。フにこ努乙/28B
〈二七コ 午前トヨ点オート薪神奈川、午後間

島工業

一一一く>0こ市吉田ブコ晶担がとうこ、ざいました00-

海地区自治会7吉本、東海大学体育会

関西ペイント340本、日産宣車悼190本
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